
ty

三百

Λ/θ.447

みj7 8年回。

宿泊研修で

　自然とふれあう

　町教育委員会・町子供会育成会運絡協議会共催の児童

文化教室（宿泊研修）が８月１日から３日までの３日間、

高尾が丘ふれあい広場で開かれ、町内の小学生約８０名

が参加しました。

　これは、子どもたちが宿泊研修をとおして「自然に親

しむ子ども」、「体も心も強い子ども」、「なかよくくらせ

る子ども」に育つことを目的に毎年開催されているもの

で、町子連の役員さんやＪＬＣ会員の皆さんの指導のも

と、野外炊飯、キャンプファイヤーなど、楽しみながら

実り多き３日間を過ごしました。
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寝
た
き
り
老

□
を
め
ざ
し
て

　
町
で
は
、
「
壬
生
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
７
月
1
8
日
、
老
人
保
健
施

設
み
な
と
荘
内
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
壬
生
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
在
宅
の
要
援
護
老
人
及

び
そ
の
介
護
者
な
ど
の
介
護
に
関
す
る
総
合
相
談
や
町
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
施
設
利
用
に
関
す
る
連
絡
調
整
な
ど
の
介
護
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
無
料
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
業
務
に
つ
い
て

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
お
お

む
ね
6
5
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
、
介

護
を
要
す
る
痴
呆
性
老
人
、
疾
病
等
に

よ
り
身
体
が
虚
弱
な
老
人
な
ど
、
身
体

上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
っ
て
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
老
人
等

の
介
護
者
な
ど
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
内
容

○
在
宅
介
護
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に

　
対
し
、
電
話
、
面
接
等
に
よ
り
介
護

　
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
を
、
2
4
時

　
間
体
制
で
専
門
職
員
が
応
じ
る

心

　W

専
門
の
職
員
が

　
2
4
時
間
体
制
で
相
談
に
対
応
し
ま
す

○
町
の
行
う
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
デ

　
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の

　
申
し
込
み
受
付
、
利
用
施
設
に
対
す

　
る
連
絡
調
整
を
行
う

○
要
援
護
老
人
を
抱
え
る
介
護
者
や
福

　
祉
委
員
（
民
生
委
員
）
よ
り
連
絡
を

　
受
け
た
場
合
、
訪
同
等
に
よ
り
在
宅

　
介
護
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
指
導
、

　
助
言
を
行
う

○
介
護
機
器
の
展
示
、
利
用
対
象
者
に

　
あ
っ
た
機
器
の
紹
介
、
選
定
、
具
体

　
的
な
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相

　
談
、
助
言
な
ど
を
行
う

・
社
会
福
祉
法
人
栃

　
壬
生
町
在
宅
介
護

支の

壬
生
町
大
字
北
小
林
８
１
２
番
地
　
�
8
6
－
３
５
７
９

-

介護機器を展示し、相談に応じます

２
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昭
和
6
1
年
７
月
2
1
日
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
流
水
プ
ー
ル
や
数
種
類

の
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
な
ど
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
安
全
で
楽
し
め

る
プ
ー
ル
と
し
て
、
毎
年
、
町
内

外
か
ら
大
ぜ
い
の
利
用
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
の
入
場
者
が
７
月
2
4
日
、

１
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
１
０
０
万
人
目
に
な
っ
た
の
は
、

宇
都
宮
市
の
裏
野
浩
史
く
ん
呈

都
宮
市
立
若
松
原
中
学
校
１
年
）

で
、
入
場
と
同
時
に
ふ
れ
あ
い
プ

ー
ル
係
員
か
ら
１
０
０
万
人
目
を

告
げ
ら
れ
び
っ
く
り
。
お
祝
い
に

当
日
、
浩
史
く
ん
は

弟
さ
ん
と
お
友
だ
ち
の
３
人
で
同

プ
ー
ル
に
来
た
そ
う
で
、
「
毎
年
、

何
回
も
来
て
い
ま
す
が
、
僕
が
１

０
０
万
人
目
に
な
れ
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
前
後
言
は
六
美
町
南
部

第
一
の
押
田
未
希
さ
ん
（
壬
生
来

小
学
校
３
年
）
と
宇
都
宮
市
の
菅

原
　
武
く
ん
（
若
桧
原
中
学
校
１

年
）
で
、
２
人
に
も
ク
土
フ
ー
ボ

ッ
ク
ス
や
お
菓
子
の
セ
ッ
ト
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

入
場
者
百
万
人
目
と
な
っ
た
裏
野
く
ん
（
右
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
町
長

几
…
…
一
一
　
毎
年
大
ぜ
い
の
人
で
に
ぎ
わ
う

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

－ 一 一 - 一 一

今
井
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
を
要
望

　
　
　
栃
木
県
議
会
上
本
委
員
会
が
現
地
調
査

　
　
栃
木
県
議
会
土
木
委
員
会
（
荒
井
光
夫
委
員
長

　
ほ
か
８
名
）
と
県
関
係
者
の
一
行
が
７
月
2
5
口
、

一
　
現
地
調
査
の
た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
主
要
地
方

道
宇
都
宮
・
栃
本
線
（
惣
社
今
井
バ
イ
パ
ス
）
で
、

本
路
線
は
、
県
都
宇
都
宮
と
県
南
西
部
を
結
ぶ
主

要
道
路
で
あ
り
、
交
通
量
が
多
く
、
特
に
朝
夕
の

通
勤
時
間
帯
に
は
、
交
通
渋
滞
を
き
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
壬
生
バ
イ
パ
ス
延
長
に
よ
る
栃
木

市
の
惣
社
バ
イ
パ
ス
に
通
じ
る
区
間
〒
、
９
５

０
ｍ
）
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
現
地
調
査
に
は
、
町
か
ら
清
水
町
長

ほ
か
町
執
行
部
並
び
に
地
元
の
佐
藤
県
議
、
町
議

会
か
ら
粂
川
議
長
、
政
策
建
設
水
道
常
任
委
員
長

が
出
席
、
清
水
町
長
が
現
地
の
状
況
と
要
望
路
線

の
説
明
を
し
、
本
区
間
の
整
備
促
進
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
次
の
４
か
所
の
整
備
促
進

も
要
望
し
て
い
ま
す
。

①
街
路
整
備

　
国
谷
地
内
の
県
道
宇
都
宮
・
栃
木
線

　
延
長
２
、
０
０
０
ｍ

②
道
路
改
良

　
鯉
沼
・
国
谷
地
内
の
県
道
羽
生
田
・
上
蒲
生
線

　
延
長
１
、
０
０
０
ｍ

③
河
川
環
境
整
備

　
１
級
河
川
黒
川
（
黒
川
橋
～
地
蔵
橋
間
）
の
環

　
境
整
備

④
道
路
整
備

　
助
谷
・
国
谷
・
福
和
田
地
内
の
県
道
上
田
・
壬

　
生
線
　
延
長
３
、
０
０
０
ｍ

３
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火
災
な
ど
の
非
常
時
に
対
応
し
、
防
災
活
動
に
万
全

を
期
す
た
め
、
町
消
防
団
（
築
庭
安
男
団
長
、
団
員
２

０
３
名
）
の
夏
季
点
検
が
８
月
１
日
、
町
総
合
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
は
、
清
水
町
長
の
点
検
者
宣
言
に
よ
っ
て
開
始

さ
れ
、
築
庭
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
人
員
並
び
に
服
装

点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
町
消
防
団
並
び
に
1
0
月
2
4
日

の
全
国
婦
人
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
町
婦
人
消
防

隊
（
大
畑
ト
シ
隊
長
、
隊
員
７
名
）
に
よ
る
ポ
ン
プ
操

法
な
ど
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
で
展

開
さ
れ
、
点
検
者
か
ら
「
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。
９

月
４
日
の
県
防
災
訓
練
に
向
け
て
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
の
講
評
訓
示
が
あ
り
ま

し
た
。

　
消
防
団
は
、
住
民
の
雅
い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

日
ご
ろ
よ
り
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
郷
土
愛
の
精
神

で
活
動
す
る
消
防
団
に
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員

統
一
選
挙
が
７
月
２
日
に
告
示
さ
れ
、

同
日
午
後
５
時
、
届
け
出
を
締
め
切
り

ま
し
た
が
、
定
数
１
８
名
宝
生
選
挙
区

５
、
稲
葉
選
挙
区
６
、
南
犬
飼
選
挙
区

玉
と
届
け
出
１
８
名
の
た
め
、
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
議
会
（
学
識
経
験
者
）
並

び
に
農
業
共
済
、
農
業
協
同
組
合
の
推

薦
５
名
を
加
え
、
新
し
い
農
業
委
員
会

委
員
は
、
次
の
2
3
名
の
方
々
に
決
ま
り

ま
し
た
。

《
選
　
挙
》

・
戸
崎
良
男
（
藤
井
）

・
落
合
　
神
道
（
上
表
町
）

・
出
井
　
義
男
（
西
高
言

・
蔑
葉
　
一
男
（
下
馬
杢

・
篠
原
　
正
利
（
藤
　
井
）

・
赤
塚
　
良
一
　
（
羽
生
田
）

・
黒
子
　
曙
　
玉
稲
言

・
高
橋
　
悛
雄
子
稲
葉
）

・
山
論
文
告
（
福
和
田
）

・
高
村
　
一
夫
（
七
ツ
石
）

　
　
一

（
敬
称
賂
）

・
清
水
　
国
雄
（
羽
生
胆

・
貪
持
　
保
弘
（
北
小
使

・
中
村
　
一
雄
（
中
　
泉
）

・
篠
原
　
俊
夫
夏
　
言

・
田
中
　
一
男
（
落
合
子
息

・
大
関
　
富
司
（
上
　
胆

・
浜
野
　
信
三
夏
　
礁

・
古
葉
　
一
久
（
国
　
谷
）

《
選
　
任
》

・
篠
原
　
富
太
郎
（
議
会
・
六
美
町
）

・
神
長
　
信
雄
（
議
会
・
上
稲
言

・
粂
川
　
善
夫
（
議
会
・
助
　
谷
）

・
篠
原
　
義
惟
（
農
協
・
羽
生
胆

・
高
山
　
欣
也
（
共
済
・
国
　
谷
）

一

　４



と
語
る
会

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
か
ら

　
　
　
　
　
教
育
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
く

　
県
・
町
教
育
委
員
会
共
催
に
よ
る
教
　
　
な
ど
を
通
し
か
教
育
全
般
に
対
す
る
熱

意
父
流
懇
談
会
及
び
県
教
育
長
と
語
る
　
　
い
思
い
を
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
一
同
床

会
加
７
月
８
日
、
町
生
涯
学
習
館
で
行
　
　
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
懇
談
会
に
先
立
ち
、
石
川
格

　
こ
れ
は
、
教
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
　
　
県
教
育
長
ほ
か
県
教
育
委
員
会
関
係
昔

に
携
わ
る
民
間
の
方
々
と
の
交
流
を
通
　
　
加
壬
生
小
学
校
を
訪
れ
、
授
業
や
施
設

し
て
視
野
を
広
め
、
資
質
の
向
上
を
図
　
　
を
参
観
さ
れ
ま
し
た
。
屋
内
プ
ー
ル
で

る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
及
び
教
育
行
　
　
元
気
に
泳
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

政
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
く
会
で
、
今
　
　
「
学
び
あ
い
　
喜
び
あ
い
　
は
げ
ま
し

年
度
は
、
県
内
７
市
町
で
開
催
さ
れ
て
　
　
あ
お
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
『
い

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
い
き
栃
本
っ
子
３
あ
い
運
動
』
加
山

　
本
町
で
は
、
８
名
の
民
間
の
方
々
が
　
　
主
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
よ
う
す
を
ご

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
職
業
観
、
人
生
観
　
　
覧
に
な
り
ま
し
た
。

一 一 一 一 一 一 －

　 － 一 一

懇
談
会
の
よ
う
す

　 　 　 　 一 　 －　 　 　 　 － 　 －

　 　 　 　 － 　 －

　 　 　 一 一 ‥
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■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ･ ･ ■ ･ ■

　自動車乗車中の交通事故死者の多くは、シ

ートベルト非着用であり、シートペルトを着

用していれは相当の方が助かったとされてい

ます。

　ドライバーと同乗者は車に乗ったら必ずシ

ートベルトを着用する習慣をつけましょう。

　幼児等を車に乗せるときは、チャイルドシ

ートを利用するようにしましょう。

　シートベルトの着用効果について、家族み

んなで話し合いましょう。　　　　　　　　　；

　
郷
土
の
人
々

「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」
（
四
）

　
　
　
松
本
　
甘
眺
（
ま
つ
も
と
　
か
ん
ぎ
ょ
う
）

　
　
　
　
　
１
８
１
４
年
（
文
化
１
１
）
～
１
８
９
６
年
（
明
治
２
９
）

　
諒
は
基
君
、
字
は
親
試
と
い
い
、
仕

襲
名
は
庄
兵
衛
と
称
し
ま
し
た
。
文
化

Ｈ
年
壬
生
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
桧
本
家
は
本
陣
（
江
戸
時
代

に
お
け
る
身
分
の
高
い
人
た
ち
の
宿
所
）

を
営
み
、
基
君
は
９
代
目
で
名
主
役
を

動
め
て
い
ま
し
た
。

　
甘
眺
は
多
趣
味
で
、
書
、
漢
学
、
詩

文
を
学
び
特
技
の
須
麿
琴
（
一
弦
言

・
は
壬
生
藩
主
・
鳥
居
忠
宝
も
師
事
し
た

・
と
い
い
ま
す
。

　
特
に
絵
は
家
老
と
し
て
の
画
人
・
高

須
柱
梁
に
学
び
ま
し
た
。
号
は
梁
軒
、

甘
眺
と
称
し
ま
し
た
が
、

晩
年
は
甘
眺
隠
者
を
好

ん
で
用
い
、
年
齢
な
ど

も
長
寿
を
望
ん
で
、
意

図
的
に
高
齢
を
記
し
た

作
品
も
あ
り
ま
す
。

　
甘
常
に
師
事
し
た
の

で
、
画
風
も
同
様
に
狩
野
沢
系
か
ら
、

南
面
の
折
衷
表
現
、
そ
し
て
沈
南
頭
の

長
崎
系
の
精
密
な
写
生
体
へ
の
興
味
も

強
く
、
趣
味
人
故
に
多
彩
な
画
風
を
自

由
に
展
開
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
本
陣
に
は
黒
羽
藩
画
人
・
小
泉
斐
が
、

時
々
訪
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
し
、
栃
本

の
俳
人
で
も
あ
り
画
人
の
岡
野
竹
痴
、

足
利
の
田
崎
草
雲
、
那
須
の
高
久
貢
崖
、
‐
‐
‐
‐

そ
の
他
放
浪
の
㈲
人
た
ち
が
出
入
り
し
、

文
化
発
揚
の
サ
ロ
ン
の
場
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　
甘
眺
は
、
明
治
2
9
年
９
月
2
9
日
に
8
3

歳
で
没
し
ま
し
た
。
菩
提
寺
は
、
壬

生
・
興
光
寺
。

　
辞
　
世

桧
本
能
嗣
子
都
義
つ
ぎ
栄
え
よ
と
千
代
一

萬
代
も
守
り
守
ら
舞

次
回
は
、
高
須
煥
斎
で
す
。

龍図(白石誠治氏寄贈品)

５

一 一 一 一 －



心
身
傷
害
児
プ
ー
扇
1
1
練

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
、

平
成
８
年
度
壬
生
町
心
身
障
害
児
・
者

宿
泊
訓
練
が
７
月
3
0
、
３
１
日
の
両
日
、

町
心
身
障
害
児
・
老
親
の
会
の
協
力
を

得
て
、
町
嘉
陽
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
な

ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
障
害
を
持
つ
人
と
健

常
老
と
が
宿
泊
を
伴
う
共
同
生
活
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
、
互
い

の
理
解
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
口
回

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

紹
介
ゲ
ー
ム
の
よ
う
す

　
当
日
は
町
内
に
住
む
心
身
障
害
者
や

壬
生
高
校
Ｔ
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
な
ど
釣
6
0
名
が

参
加
、
参
加
者
全
員
で
輪
に
な
っ
て
自

分
と
次
の
人
を
紹
介
す
る
紹
介
ゲ
ー
ム

の
後
、
バ
ー
ー
ペ
キ
ュ
ー
や
ボ
ウ
リ
ン
グ

犬
合
な
ど
が
行
わ
れ
、
相
互
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
ま
し
た
。

道
路
愛
護
功
労
者
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
交
流
を
図
る

　
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
田
中
一
男
　
　
鉄
球
を
投
げ
て
標
的
に
ど
れ
だ
け
近
付

会
長
）
主
催
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
　
　
け
る
か
を
競
う
ペ
タ
ン
ク
、
フ
リ
ス
ビ

教
室
が
７
月
2
1
日
、
町
総
合
運
動
場
お
　
　
１
を
投
げ
て
輪
の
中
を
通
す
フ
ラ
イ
ン

よ
び
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
グ
デ
ィ
ス
ク
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
な
ど
の
ス

　
こ
の
教
室
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
　
　
ポ
ー
ツ
で
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
爽
や

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、
参
加
　
　
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

者
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
光
線
銃
を
使

っ
て
的
を
当
て
る
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、

休
ｊ
で
１
ｊ
ヅ
ほ
知
碩
表
彰

荒
川
、
鈴
木
両
氏
が
　
　
　
ぢ
蔵
又
け
る

Ｌ
ｊ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
追
合
会
長
表
彰

写
真
右
か
ら
小
野
□
七
抱
合
会
長
、

　
　
　
清
水
町
長
、
荒
川
氏
、
鈴
木
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
平
成
８
年
度
栃
木
県
道
路
愛
護
会
総

会
が
７
月
１
目
、
栃
木
会
館
で
行
わ
れ
、

そ
の
席
上
、
七
ス
石
本
郷
老
人
ク
ラ
ブ

七
福
会
（
小
野
口
終
平
会
長
）
が
栃
木

県
知
事
表
彰
、
な
ら
び
に
前
藤
井
万
年

青
会
長
の
荒
川
政
雄
氏
、
松
原
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
の
鈴
不
平
治
氏
の
両
氏
が
栃

木
県
道
路
愛
護
連
介
会
長
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
内
の

国
、
県
、
町
道
の
空
き
缶
拾
い
や
清
掃

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
道

路
洽
い
の
花
壇
に
草
花
を
植
え
、
道
路

の
美
化
を
図
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

- - - - ･ - … … … 一 一 一 一
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一
栃
木
県
知
事
表
彰

　
　
－
－
－
－
‐
‐
‐
‐
　
‐

－

－

・

‐

○
七
ツ
石
本
郷
老
人
ク
ラ
ブ
七
福
会

　
　
昭
和
3
7
年
か
ら
定
期
的
に
地
域
内

　
の
国
道
お
よ
び
町
道
の
空
き
缶
拾
い

　
や
清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、
国
道
３

　
５
２
号
線
の
花
壇
内
４
０
０
ｍ
に
サ

　
ル
ビ
ヤ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
草
花

　
を
植
え
、
地
域
の
道
路
美
化
に
っ
と

　
め
て
い
る
。

W

・
　
栃
木
県
道
路
愛
護
連
合
会
長
表
彰

○
荒
川
政
雄
氏

　
　
平
成
７
年
度
ま
で
藤
井
万
年
青
会

　
長
を
つ
と
め
、
地
域
内
の
県
道
お
よ

　
び
町
道
の
空
き
缶
拾
い
や
清
掃
を
事

　
業
の
一
環
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
定

　
期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
町
巡
回
万

　
線
の
花
壇
内
４
０
０
ｍ
に
コ
ス
モ
ス

　
な
ど
各
種
の
草
花
を
植
え
、
地
域
の

　
道
路
美
化
に
つ
と
め
て
い
る
。

○
鈴
水
平
治
氏

　
　
松
原
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て

　
地
域
内
の
国
道
お
よ
び
町
道
の
空
き

　
缶
拾
い
や
清
掃
を
事
業
の
一
環
と
し

　
て
多
年
に
わ
た
り
定
期
的
に
行
う
と

　
と
も
に
、
国
道
３
５
２
号
線
の
花
壇

　
内
１
５
０
ｍ
に
パ
ン
ジ
ー
、
業
ボ
タ

　
ン
な
ど
各
種
の
草
花
を
植
え
、
地
域

　
の
道
路
美
化
に
つ
と
め
て
い
る
。

６



重
要
な
契
約
や
遺
言
の
際
に
役
立
つ

　
　
一
　
　
　
不
動
産
売
買
な
ど
の
契
約
書
や
遺
言
書
の
証
拠
力
を
強
め
、
の
ち
の
ち
の
ト

　
　
作
　
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
公
証
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
　
｝
　
法
律
の
プ
ロ
で
あ
る
公
証
人
が
、
法
的
に
特
別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
文
書
「
公
正
証
書
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
取
引
や
財

　
皿
ｍ
　

産
の
安
全
の
確
保
を
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
皿

不
動
産
の
売
買
や
金
銭
の
貸
し
借
り
　
　
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
る
公
証
人
は
、
　
け
て
い
ま
す
。
相
談
や
文
書
の
内
容
に

な
ど
の
重
要
な
取
引
を
し
た
り
、
遺
言

を
残
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
多
く
の

場
合
、
契
約
書
や
遺
言
書
を
つ
く
り
、

文
書
と
し
て
残
し
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ

か
く
作
成
し
た
文
書
で
も
、
後
目
、
当

事
者
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
そ
の

内
容
が
争
わ
れ
た
り
、
法
律
的
に
見
て

内
容
が
不
明
確
な
た
め
に
紛
争
が
生
じ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
重
要
な
契
約
書

や
誰
百
害
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
の

ち
の
ち
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も

「
公
証
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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公
証
制
度
は
、
当
事
者
の
は
か
に
公

証
人
が
か
か
わ
り
、
法
律
的
に
見
て
有

効
な
文
書
「
公
正
証
書
」
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
犬
切
な
取
引
や
財

産
の
安
全
の
確
保
を
因
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
官
や
検
察
官
、
法
務
局
長
な
ど
を

長
く
努
め
た
、
い
わ
ば
法
律
の
プ
ロ
で

す
。
公
証
人
が
作
成
し
た
公
正
証
書
に

は
、
法
律
に
よ
っ
て
一
般
の
私
文
書
に

几
べ
強
い
証
揚
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
公
正
証
書
は
、
不
動
産
の
売
買
や
金

銭
の
貸
し
借
り
な
ど
の
ほ
か
、
交
通
事

故
の
損
害
賠
償
や
離
婚
時
の
慰
謝
料
な

ど
、
重
要
な
契
約
を
取
塵
父
わ
す
と
き

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
遺
産
を
め
ぐ
っ
て

の
争
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
遺
言
公
正
証

書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
会
社
設
立
の
定
款
や
私
交

賄
の
認
証
な
ど
で
公
証
制
度
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ゝ
一
　
一
。
『
、
一
一
一
『
一
一
一
ｉ
－
一
一
　
ｊ
　
ｊ
く
ご
こ
ヽ

士
レ
ド
レ
レ
ド
Ｔ
一
一
ぐ
絹
ぃ
訃
に

　
４
ン
ー
　
一
！
一
s
b
l
~
I
ｌ

レ
レ
仁
長
兄

　
公
証
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
や
公
正

証
言
の
作
成
は
、
公
証
役
場
で
受
け
付

つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
完
成
し

た
公
正
証
書
の
原
本
も
厳
重
に
保
管
さ

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
紛
失
し
た
り
、

書
き
号
兄
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
勝
手

に
み
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
・
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

一
　

1
0
月
―
～
７
目
は
「
公
証
週
間
言

四 －

で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
公
証
役

一

一

こ £

一
．
場
で
益
料
公
証
相
談
所
が
開
設
さ
Ｉ

マ
、
公
正
証
書
に
関
し
て
の
法
律
相

一
族
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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一
　
重
要
な
取
引
に
関
す
る
契
約
書
や
『

一
犬

言
言
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
最

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

一
寄
り
の
公
証
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
‐
‐

一一

　い

一
◆
問
合
せ
先

一 匹四ｒ ご ご

・
日
本
公
証
人
連
合
会

　
四
〇
３
１
３
５
０
２
－
８
０
５
０

フ
宇
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｀

冷
然
胆
沢
地
震
肉
筆
（
図
解
）

柳
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地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
度
に
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
火
災
を
起
こ
さ

な
い
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
す
。
で

は
、
実
際
、
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
に

地
震
が
起
き
た
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
｀
Ｊ
゛
‘
、
’

　
　
「
地
震
だ
ヽ
火
を
消
せ
！
」
‘
―

言
暴
ど
お
り
、
揺
れ
を
感
じ
一
一
期

た
ら
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
』
・
鉦
匹

る
こ
と
で
す
・
台
所
な
ど
火
の
　
０
八
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一

近
く
に
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
　
=
1
J

消
す
よ
う
に
し
ま
す
が
、
消
天
一
鎖

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
ス
ト
ー
ブ
　
‘
‐
4
1

な
ど
に
近
づ
く
こ
と
は
、
加
え
　
一

心
い

っ
て
危
険
で
す
の
で
、
そ
う
い
　
一
郎

っ
た
場
合
は
、
揺
れ
が
収
ま
っ
　

。 ‐
地

て
か
ら
に
し
ま
す
。
　
　
　
　
‘
－
Ｉ

　
万
一
、
出
火
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

初
期
消
火
を
。
消
火
器
な
ど
消
火
用
具

を
使
え
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
混
乱
し
て
消
火
用
具
の

位
置
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
次
の

方
法
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
身
の
回
り
の
水
を
使
う
…
…
冷
蔵
庫

の
中
を
見
て
く
だ
さ
い
。
牛
乳
や
ウ
ー

ロ
ン
茶
の
Ｉ
リ
ッ
ト
ル
パ
ッ
ク
が
入
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
消
火
用
水
と
し

て
使
え
ま
す
。
ビ
ー
ル
を
思
い
っ
き
り

振
っ
て
か
け
れ
ば
立
派
な
。
泡
消
火
器
Ｊ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
浴
槽
の
水
も
役

に
立
ち
ま
す
。
こ
の
場
合
、
近
く
に
手

ぼ
う
き
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
素
早
く
水

に
濡
ら
し
て
掻
き
消
す
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　
濡
れ
布
を
使
う
…
…
天
ぷ
ら
な
べ
の

火
災
は
、
う
っ
か
り
水
を
か
け
る
と
油

が
飛
び
は
ね
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
大

の
勢
い
が
強
ま
り
危
険
で
す
。
水
に
濡

ら
し
た
シ
ー
ツ
な
ど
を
使
い
、
上
か
ら

覆
い
か
ぶ
せ
て
消
し
ま
す
。
こ
の
と
き

注
意
し
た
い
の
は
、
手
を
大
の
方
へ
さ

ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
布
の
端

で
手
を
覆
う
こ
と
に
よ
り
や
け
ど
は
防

げ
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
ス
ト
ー
ブ
火

災
に
も
応
用
で
き
ま
す
。

フ

ご
存
じ
で
す
か
公
証
制
度



　
　
一
－
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
体
を
勤
か
す

の
が
健
康
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
」
と
い
う
外
山
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
定
三
さ
ん
は
茨
城
県
関
城
町
の
出
身

で
、
地
元
の
砂
利
関
係
会
社
に
勤
め
て

い
た
昭
和
1
5
年
２
月
に
、
茨
城
県
麻
生

｀W

密達者　　ソ

　カッフル折

下横町
外山 定三さ

ちいさ

ん（

ん（

壬生小学校５年

　　諸　江　美奈子

８

ワ

｀毎心

ﾚ･

青
春
ス
ケ

ッ
チ
哲

海のきれいな所に住んでみたい

　　　　　　国谷中央　　大粟　和代さん

　「マリンスポーツが好きで、今年からボディボ

ードを始めようと思っています」と言う和代さん、

「休みの日は友だちとのドライブやカラオケなどの

ほか、温泉地などへの旅行にもよく出掛ける」と

いうことです。

　海が好きという彼女、「いつか海のきれいな所に

往んでみたいですね」と夢を話してくれました。
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疋
田
拓
也
‰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

町
出
身
で
実
家
の
瓦
製
造
を
手
伝
っ
て

い
た
ち
い
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
、
翌
昭
和

1
6
年
に
壬
生
町
の
小
合
川
砂
利
株
式
会

社
へ
砂
別
様
乗
船
の
技
術
者
と
し
て
、
派

遣
さ
れ
た
の
を
機
に
壬
生
に
往
ま
わ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
1
8
年
に
召
集
に
よ
り

満
州
へ
、
翌
1
9
年
に
は
ト
ラ
ッ
ク
烏
に

渡
り
、
現
地
で
終
戦
を
迎
え
昭
利
2
0
年

1
2
月
３
１
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
再
び
小
合
川
砂
利
株
式
会

社
に
勤
務
さ
れ
、
昭
和
5
6
年
ま
で
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
定
三
さ
ん
は
、
退
職
後
に
旅
行
好
き

な
人
で
組
織
さ
れ
た
東
雲
会
に
入
会
さ

れ
、
お
Ｉ
犬
し
て
出
掛
け
る
の
が
楽
し

－

－

－

－

－

－

―

が
世
界
大
会
出
場

写
真
２
番
目
か
ら
荒
川
さ
ん
、
船
越
君
、

疋
田
拓
也
君
、
疋
田
周
二
さ
ん

　
８
月
1
2
日
～
2
0
日
に
ロ
シ
ア
の
モ
ス

ク
ワ
で
行
わ
れ
る
レ
ス
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ

ア
世
界
選
手
権
に
出
場
す
る
船
越
聡
君

（
足
工
大
付
属
高
校
３
年
一
舟
　
町
）

と
８
月
１
３
日
～
1
6
日
に
イ
ラ
ン
の
テ
ヘ

ラ
ン
で
行
わ
れ
る
世
界
カ
デ
ッ
ト
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
に
出
場
す
る
疋
田
拓
也

君
（
足
工
大
付
属
高
校
２
年
で
Ｉ
乙
表

町
）
の
２
人
が
７
月
2
2
日
、
世
界
大
会

出
場
の
報
告
に
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
共
に
町
体
協
レ
ス
リ
ン
グ

部
（
疋
田
周
二
部
長
）
の
出
身
で
、
小

み
た
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
好
き

で
週
３
回
の
練
習
に
は
ほ
と
ん
ど
欠
か

さ
ず
出
て
い
る
そ
う
で
、
二
人
し
て
出

場
し
た
平
成
６
年
度
梅
本
地
区
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た
の
が
よ
い
思

い
出
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ち
い
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ほ

か
、
野
菜
な
ど
も
趣
味
で
作
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
、
自
宅
で
食
べ
る
野
菜
は
す

べ
て
作
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
二
人
し
て
束
雲
会
の

旅
行
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
健
康
維
持
の

た
め
に
続
け
て
行
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

学
１
年
の
頃
に
町
体
協
の
チ
ビ
ッ
子
レ

ス
リ
ン
グ
教
室
に
入
部
、
練
習
に
励
み

高
校
進
学
後
も
互
い
に
よ
き
ラ
イ
バ
ル

と
し
て
腕
を
磨
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
５
月
に
横
浜
市
で
行
わ
れ

た
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
に
、
船
越
君
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
5
4

原
級
、
疋
田
君
が
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
8
3
原
級
に
出
場
、
共
に
優
勝
し

日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
二
人
の
コ
ー
チ
で
あ
る
荒
川

善
咲
さ
ん
が
カ
デ
ッ
ト
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
の
日
本
選
手
団
の
監
督
、
町
体
協

レ
ス
リ
ン
グ
部
長
の
疋
田
回
言
ん
が
、

日
本
選
手
団
の
団
長
を
つ
と
め
ら
れ
ま
す
。

チピツ子アjl，ハム=･,･････ヽ･J.････……････j1･1････,……=,･1･･-｡ヴ

一

獄幄
や
ん
（
２
歳
）

　
　
（
父
）
山
田
　
幸
　
雄
さ
ん

　
　
（
母
）
　
ク
　
喜
代
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
城
　
内
）

元
気
で
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

翔
犬
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

　
（
父
）
渡
辺
　
賢
治
さ
ん

　
（
母
）
　
ク
　
道
代
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
上
長
田
）

元
気
で
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
！

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

町企画財政談広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。
９



永
倉
恭
子
さ
ん
（
こ
車
の
部
ご
゛

石
潭
裕
子
さ
ん
こ
車
の
き
力
優
勝

　
道
路
交
通
法
に
定
め
ら
れ
た
通
行
方
　
　
自
動
泉
学
校
検
定
員
の
き
び
し
い
審
査

法
に
従
っ
た
正
確
な
通
行
が
で
き
る
か
　
　
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

を
競
う
町
交
通
安
全
協
会
並
び
に
町
女
　
　
　
〔
㈲
〕
兼
」

性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
の
「
第
1
5
　
　
（
Ｍ
Ｔ
車
の
部
》

回
壬
生
町
安
全
運
転
競
技
大
会
）
が
７
　
　
優
　
勝
　
永
貪
　
恭
子
（
下
表
町
）

月
1
2
目
、
千
生
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ
　
　
準
優
勝
　
越
路
　
治
美
（
釜
ケ
渕
）

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
Ｔ
車
の
部
》

　
競
技
は
、
Ｍ
Ｔ
車
と
Ａ
Ｔ
車
の
部
に
　
　
優
　
勝
　
石
渾
　
裕
子
（
上
表
町
）

分
か
れ
、
進
路
変
更
や
右
折
、
左
折
な
　
　
準
優
勝
　
大
橋
　
葉
子
（
泉
下
合
）

ど
「
運
転
免
許
技
能
試
験
実
施
基
準
」
　
　
　
な
お
、
成
績
上
位
者
は
９
月
２
日
、

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
、
　
栃
木
自
動
車
教
習
所
で
行
わ
れ
る
栃
木

ハ
ー
ド
ト
宍
ゝ
ぶ
。
リ
。

優
勝
の
安
塚
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

j
……=,

安
=
塚ﾌｽﾞﾛｿﾞﾝﾃ~ゾアカ?,2ｿﾞ=年ﾐ逢銃傷l勝…

………

ｿﾞ…………y･第ISj回:壬座宍町学童丿少女ｼﾞｿ･j･=ﾌ･.･.=万.一一ﾄ.･.ボ.÷ル大会が万&.y･耳23日/J･ｬ3･(j.:.･.日

の2j日ﾌﾟ間うにわたづりﾌ､ﾉ=町･･総合･運動場1･こ･おな･lて、町内の学童少女

６チームが参加し七行われました。

　30日の決勝戦には安塚フロンティアと壬生北クラブが駒を

進め、確実に点を重ねた安塚フロンティアが壬生北クラブを

８対Ｏで破り、昨年に引き続き２年連続優勝を果たしました。

　なお、両チ･一ム並びに３位の稲葉クラブは８月４日から行

われた第24回栃木県学童少女;ソフ下ボール大会に出場しました。

地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

東
雲
児
童
公
園
な
ど
を
清
掃

町
商
工
会
婦
人
部
（
林
光
代
部
長
）
で
は

束
雲
児
童
公
園
や
束
雲
橋
河
川
敷
な
ど

ま
し
た
。

｀Wダ

こ
れ
は
開
始
入
部
の
環
境
美
化
運
動
と

ゴ
ミ
拾
い
な
ど

を
行
い
、
地
域

の
環
境
美
化
に

つ
と
め
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
の
花
壇
に

　
　
　
　
　
　
草
花
を
植
え
る

　
壬
生
町
造
団
栗
協
同
組
合
（
橋
本
敬

司
理
事
長
）
で
は
、
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
と
し
て
７
月
３
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
し
も
つ
け
荘
」
（
北
小
林
）

の
花
壇
に
草
花
を
植
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
組
合
加
盟
７
社
か
ら
代
表

者
１
名
ず
っ
が
参
加
、
持
参
し
た
ニ
チ

ニ
チ
ソ
ウ
や
デ
ィ
ア
ブ
ロ
な
ど
約
１
。

０
０
０
鉢
が
６
ヵ
所
の
花
壇
に
植
え
ら

れ
、
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
草
花
が
お
年

寄
り
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

自
治
会
発
足
1
0
周
年
記
念

　
　
　
運
動
会
を
行
う

　
駅
束
自
治
会
（
伊
藤
贈
一
会
長
）
で
　
　
７
月
2
0
日
に
駅
東
児
童
公
園
で
行
い
ま

は
、
自
治
会
発
足
1
0
周
年
記
念
サ
マ
ー
　
　
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、
運
動
会
を
　
　
　
当
日
は
、
家
族
連
れ
な
ど
自
治
会
員

W

約
２
０
０
名
が
参
加
、
４
チ
ー
ム
に
わ

か
れ
て
の
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ム
カ
デ
競
走
や

土
入
れ
な
ど
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
本
行
事
は
、
自
治
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
と
と
も
に
、
健
全
な
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
、
青
少
年
育
成
と
明
る
く

住
み
よ
い
自
治
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
例
年
は
夏
休
み

に
あ
わ
せ
て
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

10



y　　ﾆsり　1

ヽ

でyと

八坂祭（7月７日～16日）
力強く、迫力あるみこしが錬り歩き大ぜいの

人で賑わいました。

相
撲
大
会
が
復
活

毎
年
８
月
１
日
に
行
わ
れ
て
い
る
凰
祭
　
一

（
雄
琴
神
社
）
の
奉
納
相
撲
大
会
が
地
元
自
治

会
な
ど
の
協
力
で
2
9
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
と
お

り
ま
ち
保
育
園
児
や
飛
び
入
り
の
子
ど
も
た

ち
が
張
り
切
っ
て
相
撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

ヽ＿～／ｆ

一 一 －

老
い
も
若
き
も
一
緒
に

炎
暑
の
な
が
鎖
万
言
－

　
　
清
掃
作
業
に
知
を
流
す

壬
六
二
町
少
年
剣
道
教
室

盆
踊
り
を

れ j

‥

日 …

… : . ･ 一 一 1 ･ ･

.

: 1

ま ･

1 で … … … ｀ … … … 回

一 一 l ･ ･ . … … … W l l i i ● ･ . ･ ･ l ･ . ψ f

楽
し
む

入
梅
の
本
会
主
催
の
第

盆
踊
り
大
会
が
７
月
2
7

大
学
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ

　
今
回
か
ら
会
場
を
狽
協
医
科
大
言

ラ
ン
ド
に
移
し
、
地
元
北
小
林
自
治
六

藤
井
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
保
存
会
、

恵
会
、
壬
生
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
、

椎
園
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
（
三
上
義
市

師
範
）
と
同
育
成
会
（
金
田
孝
雄
会
長
）

で
は
８
月
４
日
、
東
雲
児
童
公
園
と
慰

霊
碑
周
辺
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
同
教
室
生
徒
と
育
成
会
の
父

母
約
6
0
名
が
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど

２
時
間
に
わ
た
り
奉
仕
作
業
を
行
い
、

勤
労
の
尊
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

先
の
対
戦
で
国
に
殉
じ
た
本
町
出
身
者

の
英
霊
に
対
し
敬
意
の
念
を
捧
げ
ま
し

た
。

　
大
会
は
、
国
谷
幼
稚
国
見
に
よ
る
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
幕
を
開
け
、
施
設

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や

協
力
団
体
の
み
な
さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
、
櫓
の
回
り
に
後
言
に
も
輪
を
つ

く
り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
を
お
ど
り
、

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
及
び
石
橋
町
の
民
生
委
員

さ
ん
や
両
肘
の
職
員
、
各
種
協
力
会
に

よ
る
か
き
氷
、
や
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬

店
が
出
店
さ
れ
、
お
年
寄
り
や
参
加
者

た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

⑤⑤

ｊ

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

眼
科
な
れ
ば
本
も
テ
レ
ビ
も
置
い
て
な

く
診
療
待
ち
の
時
間
の
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
富
美

外
来
語
は
び
こ
る
今
に
石
鹸
を
シ
ャ
ボ

ン
と
言
い
て
笑
わ
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
焦
尾
　
壮

ト
ン
ネ
ル
を
技
け
れ
ば
ほ
つ
と
し
て

偲
ぶ
余
市
古
平
の
崩
落
事
故
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

時
お
り
は
電
話
を
く
れ
と
は
な
れ
往
む

子
に
持
た
せ
や
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
カ
ズ
子

俳
　
　
句

下
聞
に
首
欠
け
も
あ
り
百
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

麦
藁
帽
声
か
け
る
に
は
遠
す
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
本
文
二

石
蛙
二
匹
な
ら
ん
で
木
下
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
昭
夫

う
た
た
寝
の
風
鈴
の
音
に
目
ざ
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹
沼
　
勝
子

“
1
1
1
s
1
1
1
1
1
'
M
I
I
I
~
l
~
＝
“
‐
I
I
%
”
”
‘
”
”
｡

y

/
。
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心

覧

　　W

　千佳真理子がオリジナルなメンバーで、楽

しい仲間を組織しました。そのメンバーは、

全員がＮ響のメンバーで構成されています。

Ｏ日　時　11月16日（土）開場午f麦６時

　　　　　　　　　　　開演午後６時30分

Ｏ会　場　壬生中央公民館犬ホール

○入場料　２、０００円（全自由席）

　※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南天

　　飼出張所、款壬生町施設振興公社事務所

　　で取り扱っています。

Ｏ主　催　凱壬生町施設振興公社

Ｏ後　援　壬生町教育委員会

Ｏ悶合せ先　壬生中央公民館　四82－0108

　　　　　問壬生町施設振興公社　四86－7117

千
佳
真
理
子
と
仲
間
た
ち

　
　
　
　
五
回
に
㈲
］
四
悶
Ｕ
順
一

納大納　●●
付変期　国国
し込限　民民
まみ間　年健
し合際一会康
ょいは納．､､保
うま　｀期９険
゜す納限月税

　゜付９分－　早窓月－３

　め□30　期
　にが日　－

９

月

の

納

税

&声f
守Ｆ

　町総合公園の修景池南に植えられてい

るコスモスが見ごろです。ダ

　皆さんも、黄色やピンクの色鮮やかな

コスモスの花を、ぜひ、ご覧＜ださい。

金
１
万
円
①

金
５
千
円
公

金
３
万
円
①

金
５
千
円
⑤

金
３
千
円
①

寄
　
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
○
数
字
は
寄
付
図
燕

　
　
　
田
村
　
喜
平
様

社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
合
縁

　
　
　
鈴
木
　
勝
利
様

　
　
ダ
ン
ス
水
曜
今
様

　
　
　
駅
東
自
治
会
様

訂
　
正

　
過
日
配
布
し
ま
し
た
１
９
９
６
年
壬

生
町
勢
要
覧
2
6
ぺ
九
ン
「
常
楽
寺
」
の

文
中
、
「
車
塚
に
あ
っ
た
廃
寺
」
は

「
車
塚
に
あ
っ
た
天
台
密
教
の
犬
寺
」
、

ま
た
「
壬
生
の
近
世
史
を
綴
っ
た
壬
生

氏
、
鳥
居
氏
」
は
「
壬
生
の
中
世
史
を

綴
っ
た
壬
生
氏
、
近
世
史
を
綴
っ
た
鳥

居
氏
」
の
誤
り
で
す
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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